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東部センター）

　　　　　　　　　　　　総合的な評価の理由と今後の対応

※新型コロナウイルス感染症が３項目評価（利用状況、利用者満足度、収支状況）に与えた影響
及び対応状況も含めて「総合的な評価の理由と今後の対応」を記載。

モニタリング結果報告書
（令和３年度）

座間谷戸山公園

座間市入谷東１丁目地内

http://www.zamayatoyama.kanagawa-park.or.jp/

神奈川県都市公園条例（昭和32年神奈川県条例第７号）

公共の福祉の増進（平成５年４月）

施設所管課
（事務所）

　利用状況の評価はＡ、利用者の満足度の評価はＳ、収支状況の評価はＡで、３項目評価はＡとなった。
　指定管理者は、新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策を実施しながら、これまで積み上げてきた県民
協働による維持管理・管理運営を着実に継続して実施し、前年度に引き続き、高い満足度を収めたことをはじ
め、苦情が発生しないよう、丁寧な管理運営を行っている。また、ナラ枯れについても、ボランティア団体と協
働で対策に取り組み、優れた実績を収めるなど、総合的に判断して、良好な管理運営を行っていたと評価する。

＜各項目の詳細説明＞

◆管理運営等の状況
　事業計画書の内容のとおり、里山環境の再生と明るく快適な空間づくり、里山体験や健康づくりの場の提供、
連携協働を通じたより良い公園づくり、防災機能の確保等を実施した。
◆利用状況
　利用者数は前年度利用者の113.7％となったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、計画したイベン
トを中止とするなどの影響により、目標達成率は103.0％となりＡ評価となった。自然生態を活かした公園であ
り、利用者数は天候に大きく左右されるが、指定管理者は、里山体験や健康づくりの場の提供など、サービス向
上で利用促進に取り組んでいる。
◆利用者の満足度
　上位２段階の回答割合が94.3％となったため、Ｓ評価となった。
◆収支状況
　収入は自販機利益が当初予算額を約38千円上回り、支出は当初予算額を約27千円上回り、収支比率は100.02％
となったため、Ａ評価となった。
◆苦情・要望等
　指定管理業務に関する要望が２件あったが、いずれも適切に対応した。
◆事故・不祥事等
　なし
◆労働環境の確保に係る取組状況
　県による監査及び労働基準監督署からの指摘事項はない。
◆その他
　なお、令和３年度の３項目評価についてはＡ評価とした。

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利
用者の満足度、収支状況）の評価結果をもと
に行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況

Ａ Ｓ Ａ

３項目評価

(項目６参照)

利用者の
満足度

収支状況

Ａ

(項目７参照) (項目８参照)

http://www.zamayatoyama.kanagawa-park.or.jp/


４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無

指導・改善勧告等の内容

月例業務報告
確認 該当なし

有 ・ 無

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

隔月実施
適切に指定管理業務等が履行されていることを確
認。

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

　里山環境の再生と明るく快適な空間
づくり

○適切で効率的な樹林管理
○生物多様性に配慮した維持管理
○資源循環型管理の実践

○計画量の約２倍の本数の枝おろし
や約８倍の枯損木処理を実施した。
　また、ナラ枯れの被害状況につい
て、東部センターに適切な情報提供
をするとともに、指定管理者自らも
対策を実施した。
○エリア毎に目標を定めた維持管理
をきめ細かく実施したほか、特定外
来生物の駆除や希少種の保護を実施
するなど、生物多様性に配慮した維
持管理を行った。
○間伐材を活用して看板やベンチを
作成するなど、資源循環管理を実施
した。

　提案した内容は実施さ
れ、着実な里山環境の保
全・活用が図られた。
　また、全県的に被害が
発生しているナラ枯れに
ついて、積極的に調査を
行い、実態把握に努めた
ことや、指定管理者自ら
も対策を行ったことは特
筆に値する。
　今後も、環境保全と効
率的な維持管理の両立の
ため、努力と工夫を期待
する。

　里山体験や健康づくりの場の提供

○体験プログラムの充実
○健康づくりの場、サービスの提供
○拠点施設の有効活用

〇新型コロナウイルス感染症への対
策を実施しながら、「自然観察
会」、「親子で米作り隊」、「里山
保全隊」を実施した。
○ボランティアと協働での花壇管理
等を実施した。
○「やとやま講座」、「里山遊
び」、「谷戸山いき物展」等で有効
に活用した。

　新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、４月
～10月のイベントを中止
したほか、11月の「公園
まつり」は、例年不特定
多数の来場があり、感染
症対策の実施が難しいこ
とから中止としたが、そ
れ以外の提案した内容は
新型コロナウイルス感染
防止対策を行いながら実
施され、利用促進の効果
が認められた。
　今後も、魅力的な野外
体験や健康づくりの場を
提供し、更なる利用促進
が進むことを期待する。

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

毎月実施
コロナ禍における施設の管理運営上の課題等を情報
共有等した。



※指定管理業務に与えた新型コロナウイルス感染症の影響等がある場合、対応状況も含めて、

「実施状況等」欄に記載。

〔　参考：自主事業　〕

※自主事業に与えた新型コロナウイルス感染症の影響等がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

　連携協働を通じた、より良い公園づ
くり

○「運営会議」との連携・協働
○企業や学校への体験機会の提供
○地元との連携による広報の充実

○年間10回の運営会議で、利用団体
等との意見交換を行った。
○座間市介護保険課のポールウォー
キング体験会に協力し、会場の提供
を行ったほか、小田急電鉄等と連携
して「駅からウィーキングマップ」
を作成し、座間駅と相武台前駅に配
架した。また、大学の調査研究に協
力した。
○座間市北地区文化センターとの連
携による広報掲載などに取り組ん
だ。

　提案した内容は実施さ
れ、相応の効果が認めら
れた。
　今後も、公園の特性を
踏まえ、効果的な連携協
働を期待する。

事業計画の主な内容 実施状況等
県立都市公園ＰＲのためのカレンダーの有償配布を
行った。

計画どおり事業を実施した。

　防災機能の確保

○防災設備の点検、補修の徹底
○備蓄品の充実
○周辺施設との連携

○定期稼動点検を実施した。
○食料・水、簡易トイレ等を備蓄し
ている。衛星電話で通信訓練を行っ
た。
○座間市消防署と協働で消防訓練、
ＡＥＤ訓練を実施した。
〇新型コロナウイルス感染防止の観
点から、例年行っている指定管理者
の(公財)神奈川県公園協会全体での
緊急参集訓練は実施せず、所属公園
職員による図上及び通信訓練を行っ
た。

　提案した内容は実施さ
れ、広域避難場所である
当公園の防災機能の確保
に努めている。
　今後も、座間市と連携
した不断の備えを期待す
る。



６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該理
由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性保護
施設と県営住宅等が該当）。

Ａ

前々年度 前年度 令和３年度

目　標　値 399,300 399,300 399,300

目標達成率 99.1% 90.6% 103.0%

利用者数※ 395,874 361,687 411,277

対前年度比 91.4% 113.7%

提案書記載目標値

駐車台数と団体利用者数から推計

＜備 考＞

【新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和３年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照



７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％
未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ｓ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

指定管理者による簡易アン
ケートは通年、詳細アンケー
トは年２回実施。

本報告書では、県による休日３回、
平日３回の計６回調査の結果を使用
する。
前年度と同様のＳ評価であり、指定
管理者の継続的な努力が伺えた。

合計
満足、不満に回答が

あった場合はその理由

88

公園の管理運営状況を総合的にみるといかがでしたか

利用者に直接配布 88 89 98.9%

公園利用者

サービス内容の総合
的評価の回答数 58 25 2 3 0

満足
どちらか
といえば

満足

どちらで
もない

どちらか
といえば

不満
不満

回答率 65.9% 28.4% 2.3% 3.4% 0.0%

111

189.2%

前年度の
回答数 94 14 0 2 1

回答率の
対前年度比 77.8% 225.2% 0.0%

前年度回答率 84.7% 12.6% 0.0% 1.8% 0.9%

②令和３年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

＜備 考＞

【新型コロナウイルス感染症が利用者満足度に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症が利用者満足度に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照



８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超え
るマイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算 66,565 0 1,836 自販機：1,836 963

決算 69,200

68,401 67,438 101.43%

当初
予算

66,565 0 2,003 自販機：2,003 68,568 68,568 0

自販機：2,003 71,203

71,203

0 2,733
自販機：2,286
雇用調整
助成金： 447

当初
予算

69,200 0 2,003 自販機：2,003 71,203

71,933

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和３年度 前年度 前々年度

令和３
年度

【新型コロナウイルス感染症が収支状況に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

＜備 考＞

71,203 0

決算 69,200 0 2,041 自販機：2,041 71,241 71,230 11 100.02%

71,066 867 101.22%

0

当初
予算

69,200 0 2,003

①新型コロナウイルス感染症が収支状況に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和３年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症の影響等に関しては「２．総合的な評価」欄を参照



９．苦情・要望等 該当なし

1 件

件

件

件

件

件

1 件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備
手紙 野鳥の原っぱに生えているオオブタクサ

を抜根・除草してほしい。
大量発生のため、数回に
わたり、抜根・除草を実
施した。

職員対応

事業内容

その他
対面 夕方に多目的広場で、犬をリード無しで

遊ばせているので注意してほしい。
夕方巡視により、声掛け
を徹底した。

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①
②
③
④
⑤
⑥

職場環境 無

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概
要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無


	当初予算収支差額「０円」施設

